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要 旨  ガラスは古代から装飾品、装身具、日常容器など多様な用途に用いられ、韓国では古墳の副

葬品として出土するガラス玉が大部分を占める。最近になって、古代ガラスに対する考古学的研究とと

もに、成分分析を通じた自然科学的研究成果が蓄積されたことで、韓国古代ガラスの時間的・空間的変

化の特性を探ることが可能となった。本稿では、6～7世紀の遺跡から出土したガラス玉の成分分析結果

を再検討し、当時の文化の一面に対して推測を試みた。対象は当時の最高権力層と関係があり、かつ使

用時期の推定が比較的明確な、扶余王興寺llLと 公州武寧王陵で出土したガラス玉である。これらの特定

階層に限定して用いられた遺物とみられるガラス玉の化学的特性を比較し、6～7世紀の百済の中心地域

で使用されたガラス玉の特徴を明らかにした。

キーヮード  王興寺址 武寧王陵 ガラス玉 ソーダガラス カリウムガラス
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1.は じめに

ガラスは、古代 より装身具、装飾品、 日常容器など多様な用途に長い間使用されて き

た。ガラスを作る技術は昔 も今 も大 きく変化することなく続いてお り、韓国で出土するガ

ラスは、慶州皇南大塚などから出土 した容器類、益山弥勒寺址や王宮里遺跡から出土 した

塊状形態を除けば、ほとんどが玉類である。これらの玉類は糸に通 して首飾 りとして用い

た り、服に取 り付けて装飾に使用されたものとみ られる。出土のありかたも古墳副葬品が

最 も多 く、文献記録 もこれを後押 しし、ガラス玉は装飾、 とりわけ服飾と関連 し、一部の

特定階層にのみ用いられた高級素材 とみられる。

最近、ガラスに対する考古学的研究 とともに、成分分析 を通 じた科学的な研究成果が増

えてきている。韓国では紀元前3世紀以前の遺跡から出土 し、三国時代、3～5世紀に最 も多

く確認されている。成分 もアルカリ系のソーダガラスが最 も多 く、アルカリ系カリウムガ

ラスと鉛ガラスが特定地域に限ってみられることが知られている
1。 これらの研究成果を通

じて、韓国古代ガラスの時間的な変化 と空間的な特性を探ることが可能となった。

日本においても韓国と同じく、主 として古墳副葬品の一部にガラス製品が確認され、被

葬者の階層ごとに多様な色調と形態が確認されている。日本のガラス研究 も韓国とよく似

た傾向がみられるが、ガラス玉の製作 と関連 した土製鋳型が幅広い時期と地域から確認 さ

れている点が異なる。

ガラスは金、銀、銅の貴金属 と同様に、一部の階層の身分を反映する代表的な遺物であ

ることか ら、当時の政治、社会的変化を探る格好の遺物の一つである。とりわけ装飾性の

強いガラス玉は、出上のあ りかただけでなく、科学的分析によって用いられた材料の特性

を知ることができ、技術的な変化も探ることが可能である。

本稿では、いま述べたようなガラスの特性 を考慮 したうえで、扶余王興寺址 と公州武寧

玉陵から出土 したガラス玉を再検討 してみたい。両遺跡は出土遺物の絶対年代が押 さえら

れ、当時の最高権力層と関連 した遺跡であるという共通点をもっている。また、分析の技

術的な側面においても同一の分析方法が用い られているため、分析時に発生 しうる機械的

な誤差を減少できるという長所がある
2。 これらを通 じて、当時の文化の一面を推定 してみ

たい。

2.王興寺址、武寧王陵出土ガラス玉

本稿の検討姑象は、扶余王興寺址と公州武寧王陵から出土したガラス玉である。

これらの遺跡から出土したガラス玉は、共伴遺物によって製作時期を絞り込めることが

特徴で、それゆえにガラス玉製作技術の変化を探るための端緒を提供しうる。また、寺址
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と古墳 という遺跡の性格の違いにもかかわらず、ガラス玉の色調分布や形態面に共通点が

ある。

扶余王興寺址は、2000年か ら国立扶余文化財研究所によって発掘調査 された遺跡で、

2007年木塔l■心礎石 とその周辺から舎利器、舎利供養品が出土 した
3。 ガラス玉は10,000点

余 りにのぼ り、紺青色、碧色、黄色、緑色、紫色、黒色、赤褐色、無色等多様な色調のも

のと、連珠玉、箔ガラス、二重ガラスなどの特異なガラスが多数確認された。

公州武寧王陵は、百済第25代武寧王 と王妃の墓 として知られている
4。 ここか ら出土 した

ガラス玉は、大 きさがlmm～ 2.5cmで、色調 も朱黄色、黄色、緑色、碧色、紺青色、紫色、赤

色など多様である。

これらの両遺跡から出土 したガラス玉を、形態 と色調別に区分すると第 1表の とお りで

ある。

本稿では、古代遺跡か ら多 く出土する紺青色、黄色のガラス玉にくわえて、碧色、緑

色、紫色の計五つの色調のガラス玉に対する非破壊分析結果を土台に、それぞれの共通点

と差異点を明らかにする。第 2表にみ られるように、両遺跡から出土 したガラス玉は同じ

分析機器を使用 して、同じ方法で分析 をおこなっている。発表された資料の中で も、両遺

跡で共通 して確認される五つの色調に限定 した。 もちろん連珠玉や、箔ガラス、そのほか

の鉱物を含めて、共通 して出土するガラスは他にも多数あるが、非破壊分析法が もつ機械

的な限界を考慮 して、分析結果を同じ基準で比較できない資料は排除した。

第 1表 ガラス玉の区分

区分 王興寺址5 武寧王陵6

色調7 紺青色、碧色、責色、赤褐色、朱黄色、

緑色、紫色、黒色、無色 (透明)

紺青色、碧色、黄色、紫色、黒色、緑色、

赤褐色、朱黄色、虹色 (風化 )

形態8 環玉、小玉、連珠玉、箔ガラス 環玉、小玉、連珠玉、箔ガラス

第 2表 ガラス玉の分析方法

区分 王興寺l■ 武寧王陵

分析装置
X―線蛍光分析装置 (XRF:X‐ ray Fluorescence SpectrOmeter)つ

h/1odeI Seiko lnstruments lns SEA2220A,Japan

分析条件

環  境 真空

電   流 自動電流

電   圧 15kV、 50kV

測定面積 3 11un 3 mm、  10 mm

測定時間 300れ少 300オ少、 100舟歩
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3.色調別ガラス玉の特徴
10(巻

頭カラー、第 1図 )

(1)紺青色ガラス玉 (Cobalt‐ Blue glass)(第 2～ 5図 )

紺青色ガラス玉は、王興寺址から37点 、武寧王陵か ら55点が出土 し、王興寺l■から出土

したガラス玉中、大きさが31nlll以 下のものは検討対象から除外 した。

紺青色ガラス玉の分析結果、最 も大 きな差異点は王興寺址から確認されたカリウムガラ

ス (potash glass)の 存在である。カリウムガラスは融剤 と作用する成分中、K20の含量が

5%以上のガラスを指 し、これまで韓国の古代ガラスの組成にはほとんどみられなかったガ

ラスである。このようなカリウムガラスが王興寺址分析資料中から7点 も確認されたことは

注目すべ き事実である。

このような理由のためか、王興寺址の紺青色ガラス中、カリウムガラスと区分されたA、

G型 は安定剤成分分布においてはLCA系、着色剤に関わる元素はMnと Feの影響を受けたも

ので、ほかのガラス玉とは異なる傾向を示す。王興寺址から出土 したほかの玉はいずれも

ソーダガラスで、安定剤相関度においてはHCA系 とHCLA系 にわかれるものの、ソーダ原

料の材料を推定することのできるK20-MgO相 関図をみると、王興寺l■のガラスはいずれも

植物の灰から得たソーダ原料を用いていた。

これとは異な り武寧王陵のガラス玉は、いずれの分析試料 もソーダガラスに分類され、

安定剤 とソーダ成分の分類によって、LCA―B&HCLA系―LMK&LMHK型 とLCHA系―LMHK

型が混在 した様相を示す。着色成分は主にFeの影響がみられ、Mn、 Cuも 関連があると判

断される。

(2)碧 色 ガラス玉 (Copper_Blue glass)(第 6～ 9図 )

碧色ガラス玉は、王興寺l■ 15点、武寧王陵21点 を分析 した。この中で王興寺l■の碧色ガ

ラス中、大 きさが211un以下の5点 を除外 した。

碧色ガラス玉は、いずれもソーダガラスに区分される融剤成分を示 している。Fig 6、 Fig

7か ら安定剤 とソーダ原料成分の相関関係をみてみると、一部の玉を除いて、大部分LCHA

系 LMHK型 が確認される。これは、韓国で確認された碧色ガラスの成分分布と大きく異な

らない結果である。着色剤の分布から、主にFe、 Cuの 影響によって碧色の効果を出したこ

とがわかる。

(3)黄 色 ガラス玉 (Yellow glass)(第 10～13図 )

黄色ガラス玉は、王興寺l■から28点 、武寧王陵か ら20点 を分析 した。この中で王興寺址

から出上 している大きさが211ull以下の玉10点 は分析汁象から除外 した。

黄色ガラス玉 も、やはりNa20含量が高いソーダガラスである。黄色ガラスは安定剤 とソ

ーダ原料成分の傾向性において共通点が確認され、安定剤がLCHA系 列であれば、ソーダ原
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料 も大部分LMHK系列であるという特徴をもっている。着色成分からはPbの影響が最 も高

いとみられ、Feと Snの寄与度もさらに研究する必要がある
11。

(4)緑 色 ガラス玉 (Green glass)(第 14～ 17図 )

緑色ガラス玉は、王興寺址から12点、武寧王陵から20点が出土 してお り、王興寺址か ら

出土 したものの中で大きさが2mm以下の5点 は検討対象から除外 した。

緑色ガラス玉 も、融剤中のNa20が10%以上検出されたソーダガラスに区分される。 しか

し、他の色調のソーダガラスに比べて、安定剤 とソーダ原料の分布が反対の傾向性 を示 し

ている。王興寺址のガラス玉は安定剤の区分からはHCLA系 、ソーダ原料は植物の灰を用い

たHMK型 で、一般的な緑色ガラスの系列区分 とは差異がある。一方、武寧王陵のガラス玉

は、安定剤からはLCA系、ソーダ原料は鉱物材料を利用 したLMK型で、韓国の緑色ガラス

の一般的な類型に分類される。着色剤はFe、 Pbが主元素であるが、細部的な色調 と透明度

によって発色効果は異なったものとみられる。

(5)紫 色 ガラス (Purple glass)(第 18～21図 )

紫色ガラス玉は、王興寺址か ら12点 、武寧王陵から18点 が出土 し、王興寺llL出 土資料

中、大きさが2mm以下の5点 は分析対象から外 している。

紫色ガラス玉は、武寧王陵出土資料18点 中、融剤の区分が明確でない 3点 を除いていず

れもK20含量が 5%以上であるカリウムガラスに区分される。一方、王興寺J■ 出土資料はソ

ーダガラスである。

王興寺l■の紫色ガラス玉は安定剤の区分によって、第18図 A、 Bに みえるように 2系列に

わかれ、これはソーダ原料の区分 とも対応する。すなわち、王興寺l■ のガラスはLCHA系

―LMHK型 とHCLA系一HMK型 の二つに区分することができる。このような融剤 と安定剤の

違いによって着色元素に差異がみられ、CaOと MgOが低いガラス玉は、Mn>Feで、Mnに

よる発色の影響が高 くみられる一方で、Caoと MgOが高いガラス玉はMn<Feと 反対の傾向

を示す。

これとは別に、武寧王陵のガラス玉の中にカリウムガラスに分類できないものが 3点あ

り、融剤からLCHA系 の安定剤分布を示すことも特徴である。

4。 おわりに

ここまで、扶余王興寺址と公州武寧王陵から出上した紺青色、碧色、黄色、緑色、紫色

ガラス玉に対する分析資料を再構成し、データを提示した。

王興寺址と武寧王陵から出土したガラスは、金石文資料を通じて50年 ほどの時期差があ

ることがわかっている。にもかかわらず、王興寺l■舎利供養品と武寧王陵副葬品は、出土

した遺物の材質と工芸品的な側面における形態をさほど考慮しなければ、よく似た様相を



韓松 伊

呈 してお り、最 も大 きな共通点は大部分が装身具 として用いられたという点である。装身

具の中でもガラス玉は卓越 した数量が出土 してお り、多様な形態 と色調はほかに類をみな

ヤh19。 本稿では製作方法についての言及は省略 したが、ほとんどのガラス玉は棒にガラス液

をつけた後、押 し切る方法 (drawn bead)で つ くったとみられ、これはガラス玉を大量に

生産するための方法で、6世紀以降の遺跡からは玉製作に用いられた鋳型が出土していない

ことはこれと同じ脈絡で理解できるだろう
13。

五つの色調を中心にみた両遺跡のガラス玉の化学的な特性の大きな違いは、カリウムガ

ラスの色調分布が王興寺l■ では紺青色、武寧王陵では紫色のガラス玉に確認されたことで

ある。カリウムガラスは三国時代に百済文化圏であった湖西、湖南地域では出土事例が稀

で、新羅・加耶文化圏を基盤 とする嶺南地域で多数出土 している。また時期的にもカリウ

ムガラスは主に3～ 5世紀の遺跡から出土するため、6～ 7世紀の遺跡である王興寺l■ と武寧

王陵から出土 したことは注目すべ き事実である
H。

また混在 した様相を示す一部の試料を除

けば、安定剤 とソーダ原料によって明確に区分され、ガラス玉をつ くるための材料の混合

比と原料の由来を推定する端緒を得たところにも意味がある。

ガラス玉に対する研究は、多 くの試料を対象として一次的な特性を把握した後に、精密

な分析をおこなうことによってはじめて、当時の技術変化や材料の特性を明確に判断でき

るようになるであろう。王興寺址と武寧王陵出土ガラス玉に対する研究は、そのような目

的をもってなされた分析作業の一環であり、これまでの知見よりも正確な分析資料が提示

できたのならば、遺跡の解釈や当時の文化を理解するための重要な端緒を提供し得たので

はないかと思う。ただ、日本では王興寺l■ と武寧王陵のように性格の明確な単一遺跡から

出土した大量の分析事例がまだなく、ガラス玉 (ガ ラス製品を含む)を活用した技術交流

や文化的な影響関係について、比較するための基盤が整っていないことが惜しまれる。

3
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瑠予三「せ号朝州 老三Eヱ IR ttEl劇 ヱユ斗・ 4瑠 電子」中央大学校大学院博士学位論文、2002

年。
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碧舎フ千「HIせ剌 kll昭 聟 干舎 看丘 球をOllせせ ユユ寸召 電子」仁荷大学校大学院碩士学位論文、

20104F。

分析対象を2遺跡に限定した理由は、古代王権の安定期である6～7世紀代の遺跡出土ガラス玉の中

で同一の分析方法で得られた資料をほかに探しがたいためである。なお日本の資料も、王興寺址と

武寧王陵のような多量の非破壊分析事例が発表されたことがないため、本稿では扱わない。

王興寺址の木塔址から出土した舎利器に書かれた銘文から、`丁西年'は577年 とみられる。

武寧王は523年 に死亡し、525年 に安置され、王妃は526年 に死亡し、529年 に安置されたという墓誌

の記録を通じて、武寧王陵内部から出上した遺物の上限は529年 になる。
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8 勾玉も共通して出土しているが、本稿の比較対象ではないため省略する。

<用語整理>

一環玉 :直径が長さより大きな玉、普通中心に孔がある

一小玉 :直径が211un以下の小さな玉

―連珠玉 :2個以上のガラス玉がつながった形態

―箔ガラス :内ガラスと外ガラスの間に金、銀からなる薄い層があるガラス

9 XRFを利用した非破壊分析は資料を変形させずに化学的特性を確認できる方法だが、主剤、融

剤、安定剤、ソーダ原料を検出するためには、原子番号20以下の軽元素を主に分析しなければなら

ないために、金属材質を分析するよりは、定量性が多少落ちる。特にNa、 K、 Ca、 Alな どの元素

は埋蔵環境において玉が風化すれば、風化していない内部の新鮮な部分と実際に分析される外面の

成分の差異が発生し、このような理由からガラス成分の正確な分析のためには破壊分析法を並行し

ておこなう必要がある。

10 本稿で用いた形態区分は、既存資料で発表された分類基準をそのまま使用しており、図表は一部修

正して作成したものである。また王興寺址のガラスは形態と大きさ、武寧王陵のガラスは色調と透

明度などを中心に区分し、記号を付与しているために、本稿で用いる試料の区分記号は無意味であ

る。

11 分析試料中、高いPbOが検出されるガラス玉は、少量ではあるもののSnも 検出されてお り、

PbSn03化合物によって黄色に発色した可能性が高いといえる。

12 東南アジアとの交易を推定できる朱黄色ガラス玉が両遺跡から出土していることも特徴である。

13 王興寺址と武寧王陵からは直径lmmほ どの小さなガラス玉も相当量出土している。これらの長さ

が一定でなく、また棒に巻いて切る方法をとれば、小さくてもおおよその長さを揃えることができ

るのに、そうでないものが大部分であることから、これらの小さなガラス玉を大量につくるため

に、鋳型を使用してガラス液を上から注ぐ方式を取ったのではないかと考えられる。

14 日本にはカリウムガラスと判明した資料がほとんどないため、6～ 7世紀のガラス玉成分の特性を比

較するには限界がある。
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6～ 7世紀 遺跡出土ガラス玉の特徴
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6～ 7世紀 遺跡出土ガラス王の特徴

A Characte� stics of he excavattd glass beads in 6h～ 7h centunes
‐Focusing On analysis data of he excavated glass beads

仕om Wanmeu襲委aii and Muryeongwangreung_

Han,Song_I

Absttacti Since ancient times,glass has been used to make a wide vattety of obieCtS,induding

ornallnents,accessottes and household goods,In Kbrea,glass beads are tequendy excavated iom

ancient tombs as artifach buned a10ngside heir occupan偽 .Recend,ち archaeological studies of glass

arifacts daing back to ancient imes were carried out,along �h ananalysis of heir ingredients

tom a natural science perspeci■ ℃,making it possible to determine the charac牧 3五sics of temporal

and spatitt challges in allcient glass productt made in Korea.his aride intends to study he culture

of he relevant periodsby re� e、�ng he results of he ana,ses of the ingredients of glass beads

excavated from histottc sites dating back to he 6h～ 7h centuries.The ottectS COVered by ttc

study are glass beads excavated iom tte Tomb ofKing Muryeong in Gongiu and he Wangheungsa

Temple Sitt in Buyeo.The glass beads were chosen for analysis because we can trace when hey

were used raher accuratett and because hey are associattd �血he ruling dass of hose imes.h

add�on,an attempt wtt made to identie the che� cal characteristicsof he gltts beads,which are

血ought to be relics hat signtt specinc classes ofpeople,� h hefocus on those used by he people

ofhe central areas ofBackie duAng he 6h～ 7h centunes,

Keywords:lVanglteungsa Temple,he Tomb of King Muryeong,Glass beads,Soda glass,Potash

glass
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